
【休憩】勉強で疲れた頭を
リフレッシュ。体を動かし、
糖分を補給しましょう。

なぜクモは自然観察のテーマとして

最適なのでしょうか。その理由を

考えてみましょう。



①クモは身近な生き物である

造網性 トリノフンダマシ 徘徊性 ヒメハナグモ



屋内にも



屋外にも 地中にも

クモはどこにでも生息
している

ワスレナグモ

ジグモ



街中の緑地にもクモは多い

この写真に写っている網は・・何個？ ３０５個



②羽根が無いから逃亡しない



③適当な大きさで種名が分る



④子供と一緒に観察できる



⑤多様な網と多様な捕虫法

網の標本写真は船曳和代氏による



⑥クモの形や色は多様である



(一見クモと思えないクモ）

トリノフンダマシは葉の裏に

オオ
トリノ
フンダ
マシ

アカ
イロ
トリノ
フン
ダマシ



観察や採集のためのグッズ

必須の道具を教えます。



ルーペ以外に
クモを入れる
ガラス細管が
あればベスト

達人の道具 ルーペ



達人の道具 マヨネーズ袋

二つに切って、どちら
も使えます。採集用具



達人の道具 ピンセット

クモを追い出す
とか
樹皮をはがす
とか



達人になるために（１）

 クモの図鑑で種名を自分で調べて正し
いと思ってはいけません。

 必ず専門家に確かめて下さい。

 あなたが自分でした同定の３分の１以
上は間違っています。

 間違える理由は「思い込み」です。

 30種以上が正しく同定できたら図鑑を
使えます。



達人になるために（２）

 必ずルーペを使いましょう。

 肉眼で観察して、覚えたと思ってはい
けません。

 オスとメスを見分けましょう。

 成体と幼体を見分けましょう。

 とにかく専門家に聞きましょう。



【問５】クモの♂成体の特徴（＝
交尾器）はどこに出来るか？

 【ア】触肢の先端

 【イ】腹部腹面（下面）の中央

 【ウ】腹部突端



幼体では生殖器が未発達

ジョロウグモ 幼体 ６月 オニグモ 幼体 ６月



クモの成体（オス）の特徴

オス成体の特徴は触肢が
特殊な構造に発達すること

ササグモ



クモの成体（メス）の特徴

メスの特徴は腹部腹面に交尾器（外雌器）ができること

アサヒエビグモ









１化性（夏型）、２化性のクモ

 １化性（夏型） 越冬態は幼体、6月また
は７月に成体、夏に産卵する＝ヒメグモ、
オオシロカネグモ、アサヒエビグモ、アズマ
キシダグモ、ナガコガネグモ、カラフトオニ
グモ

 ２化性 越冬態は亜成体、３月または４
月に成体、晩春に産卵、７月または８月に
成体になり再び産卵＝ウヅキコモリグモ、
チュウガタシロカネグモ





【問６】コモリグモの子守方法？

 【ア】背中におんぶ

 【イ】かみくだいて

吐き戻し

 【ウ】ゆりかごで守る

緒方清人氏 写真



背中におんぶ コモリグモ

（Hillyard, 2007： 千国,1980)



吐き戻し給餌 コガネヒメグモ

（学研 高橋登）



ゆりかごで守る ハシリグモ

（Hillyard, 2007）



【問７】ハエトリグモの仲間の大
きな眼は８眼のうちのどれ？

 【ア】前中眼

 【イ】前側眼

 【ウ】後中眼

 実際に見てみましょう。



ハエトリグモ：前中眼は大きい

走査電子
顕微鏡写
真は梅林
力氏によ
る



「子供の科学」より

池田監修





多くのクモの
単眼は形態視できない

捕獲にも求愛にも
振動を利用する

コガネグモ科

カニグモ科



クモに色覚はあるか

ヒトの網膜には
異なった色光に
感ずる視細胞が
ある。
３種類の視細胞
は光の三原色
に対応している
ため、すべての
色を感ずる。



シラヒゲハエトリ



コガネグモにも色覚がある

前中眼の感光

後側眼の感光



色覚を持つクモは昼行性

タペータムは副眼にある。グアニン粒を多量に含み、銀色に光る





エサの捕り方とエサの種類

クモのエサの捕り方とエサの種類を
見てみましょう



地中生活 トタテグモ

カネコトタテグモ
地表徘徊性の虫



地中生活 ジグモの巣



【問８】ジグモの虫の取り方は？

 【ア】袋巣から飛
び出して捕獲

 【イ】袋巣の上を
歩く虫に中から
かみついて捕獲

 【ウ】袋巣にから
みつき動けなくな
った虫を捕獲



ジグモの捕虫法



地中生活のクモの獲物

 地表を歩き回る虫が獲物

 糸は獲物を捕る道具として、まだ洗練
されていない

 ミヤグモやコマツエンマグモ、ヒラタグ
モなどになると、巣から外にのびた受
信糸が獲物の振動を知る手がかり



ヒラタグモの受信糸網



空中へ網を張り出す

 クモの網は、空中を飛ぶ昆虫を捕獲
する装置

 昆虫が空へ生活を展開するとともに
、クモの網も多様化

 古生代の石炭紀に翅をもった昆虫
が進化



垂直円網
（サガオニグモ）



【問９】コガネグモ類の白帯の働
きは？

 【ア】虫を誘引している

 【イ】天敵から身を隠す

 【ウ】鳥に網を破られな
いように目立たせてい
る



ナガコガネグモ 草原のクモ



コガネグモの白帯は鳥出現後？

 コガネグモは昼行性

 鳥類は昼行性

 ナガコガネグモは草原性

 鳥類の進化は中生代、クモよりも後

 白帯の進化は網の進化と同時ではない。
もっと後に起こったこと



ウズグモの白帯は張力調節





ゴミグモ白帯の機能は謎



ヨツデゴミグモ白帯も謎



垂直円網（キレ網）
（アオオニグモ）



蹄型円網
（ジョロウグモ）



クモの網の進化を餌昆虫で探る

ジョロウグモの網の目の細かさは

小昆虫に適応した仕組み





イセキグモ属

新海栄一氏写真



投げ縄式 捕虫法



同心円状水平円網
（アカイロトリノフンダマシ）



アリを専食するクモ

 ミジングモの仲間はア
リばかりをねらって捕
獲する

 オオヒメグモやヒシガ
タグモもアリをよく捕
獲する

 昆虫のなかで最も進
化したアリが地球上
に出現したのはいつ


